
【学校教育ビジョン】 ＜今年度の重点＞

1 豊かな道徳性を育成する道徳教育の推進【６条】 ○学び合いのある道徳授業の推進　　　○特別活動や各教科等と関連させた豊かな心の育成　　　○読書の量と質を高める指導の推進

2 学力と指導力を持続的・継続的に高める組織づくりの推進【10条】 ○わかる授業の創造　　　○目標の共有、役割の明確化、教職員の協働化　　○保護者や地域社会に開かれた学校づくりの推進

3 働き方改革（業務改善）の推進 ○教職員の意識改革　　○業務の効率化、平準化　　　○子どもたちと向き合う時間の確保　　

評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当 現状及び取組状況 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 ｄ 判定結果
(中間)

判定結果
(最終)

今後の改善策

【満足度指標】

Ａ 90％以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である

【成果指標】
道徳を基盤に他教科でも、児童が主体的 Ａ 90％以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である

【成果指標】

Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 70％以上である

Ｄ 70％未満である

【成果指標】

Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 70％以上である

Ｄ 70％未満である
【努力指標】

Ａ ７回実施（月１回ペース）

Ｂ ６回実施

Ｃ ５回実施

Ｄ ４回以下の実施

【成果指標】

Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 70％以上である

Ｄ 70％未満である

【成果指標】

Ａ 70%以上である

Ｂ 50％以上である

Ｃ 40％以上である

Ｄ 40％未満である
【成果指標】

Ａ 90％以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 70％以上である

Ｄ 70％未満である

【成果指標】
様々な訓練や研修を実施しているか。 Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 70％以上である

Ｄ 70％未満である

【努力指標】

Ａ ３回以上実施

Ｂ ２回実施

Ｃ １回実施

Ｄ 実施していない

【成果指標】
各分掌が中心となり、教職員が一体と Ａ 0人である

Ｂ 1人以下である

Ｃ 2人以下である

Ｄ 3人を超える

【満足度指標】
様々な訓練や研修を実施しているか。 Ａ 80%以上である

Ｂ 70％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である

【成果指標】

Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である

【満足度指標】

Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である

【満足度指標】
保護者や地域が学校教育に満足している Ａ 90%以上である

Ｂ 80%以上である
Ｃ 70%以上である
Ｄ 70%以下である

【成果指標】
Ａ 90％以上である

Ｂ 80％以上である
Ｃ 70％以上である
Ｄ 70％未満である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

・昨今の事情を鑑み、きめ細かなメールシステムを構築し、重要な
情報を迅速に配信できる体制を早期に確立する。
・保護者や地域の方々と児童の姿を共有し、保護者の授業参加、地
域の方を活用した授業を行う。

道徳や学習の掲示等で、児童が学習面や
生活面に意欲的に取り組む掲示に努めて
いる。

校内研修・OJT研修が指導力向上に役立っていると答えた教職員が

児童の貸出記録
および「おすす
めの本カード」
を調査する。

メール、お便り、ホームページによる情
報の発信が、保護者や地域の方にとっ
て、学校の様子がタイムリーに分かる手
段となっている。

校内研修/OJT研修が、教職員にとって、
指導力向上につながる研修になってい
る。

ソフトボール投げの記録が県平均を上回る児童が

教職員を対象にア
ンケート調査

自分のよさを知り、目標にむけて主体的に活動している児童が

１・２学期末に児
童・教職員・保護
者を対象にアン
ケート調査

１,２学期末に児
童対象にキャリ
ア教育アンケー
ト調査

１学期、２学期末
までの取り組み実
施回数

児童は、げんきの時間や体育の授業に意欲的に取り組んでいるが、体力
テストにおいて、走の運動以外のほとんどの項目の記録が県平均以下で
ある。

児童に関する事案や外部からの情報について、いじめ問題対策チー
ムを中心に報告・連絡・相談を密にし、組織的・協働的に即時対応
し、いじめや不登校の未然防止・早期発見・早期対応に努める。

毎年訓練を実施し、児童・教職員の危機的状況への対応力を高めて
いるが、継続して実施し、さらに組織的に行動する力を高める必要
がある。

１・２学期末に児
童・保護者を対象
としたアンケート
調査（健康カー
ド）

各種訓練、防犯教
室実施後の児童・
教職員を対象とし
たふり返りアン
ケート

規則正しい生活を送ることができたと答えた保護者・児童が

行事や学習活動では、目標をもって取り組み、ふり返りまで行うこ
とができている。しかし、児童の自己肯定感の向上が見られず、課
題となっている。「キャリアパスポート」と合わせて「宝物ファイ
ル」の効果的な取り組み方について検討する必要がある。

誰に対しても自分から進んで気持
ちのよいあいさつをする子ども，
自他を大切にし，どんな場面でも
相手を思いやる言葉遣いや行動に
気をつける子どもを育てる。

児童会活動で全校あいさつ運動や笑顔カードの取り組みを実施し、
年間を通して自主的に『笑顔で元気に相手の目を見て』あいさつで
きる子やどんな相手でも仲良くなれるように相手を思いやる良い言
葉遣いや行動に気をつける子を育てる。

図書
（荻澤・宮
越）

生徒指導
（上木）

災害や不審者に対する児童や教職
員の自発的な対応実践力を高め
る。

家庭と連携し、親子でよりよい生
活を送ることができるように努め
る。

体育
（田守）

保健主事
（山下）
養護
（渡部）

教務
（島屋）

管理職や中堅ベテラン教員が若手教
員のニーズに寄り添いながらサポー
トし、それぞれのステージに合わせ
た実践的な指導力を身につけられる
よう校内研修を行う。

運営委員会やビジョン委員会、分掌部会を定期的に実施し、校長ビ
ジョンの進捗状況を共通理解しながら、組織的な学校運営を実践す
る。チームで行うことにより、業務の平準化を目指す。

学校研究を中心に授業力や学級経
営力向上のための計画的な研修を
位置づける。

各分掌がそれぞれの役割を果た
し、「チーム金明」を意識した学
校運営をめざす。【１０条】

教頭
（髙見）
教務
（島屋）

教務
（島屋）
教頭
（髙見）

④保健管理

いじめ問題について、未然防止・
早期発見・早期対応のために学校
全体で組織的に対応する。

特別支援教育に関する研修会を

いじめの未然防止、早期発見・早期対応
に向けての取り組みが、組織的・協働的
に行われている。

自分で自分の命を守る行動ができている児童が、組織的に行動できた教職員が

⑥特別支援教育
支援を要する児童の困り感に対す
る意識を高め、学習集団の中で効
果的に支援を行う能力を高める。

自分から進んで運動する子を育
て、児童の体力向上を図る。

ユニバーサルデザインの視点を活かした授業のポイントや、通常学
級での支援に関する研修会を年２回行う。

特別支援教育
コーディネー
ター（山下・
荻澤）

⑤安全指導

教頭（髙見）

特別な支援を要する児童について、全教職員で共通理解し、連携し
ながら支援を行っている。しかし、各学年に支援を要する児童が数
名在籍しているため、個々の児童に十分な支援をどのように行って
いくのかが課題である。

少人数１クラスのため、友人・グループ関係の固定化や対人関係で
悩む児童が多い。児童の悩みを敏感に受け止める機会を適切に設
け、今年度設置されたスクールカウンセラーと適切に連携しなが
ら、いじめや不登校の未然防止・早期発見・早期対応となる積極的
な取り組みを組織的・協働的に進める必要がある。

キャリア教育
（上木）
各担任

健康カード実施期間中は規則正しい生活をしようと意識することが
できているが，通常の生活においては、生活が不規則になってしま
う児童が各学年に数名いる。

一校一プランでの取り組みについて実施・検証を行い、児童の運動
への意欲を高めることにより、体力向上に努める。今年度は、投げ
る運動に焦点を当て、体育の時間にシャトルボール投げに取り組む
など、児童の投擲力向上を目指す。

②生徒指導

将来に向かって希望や夢や目標を
もって生きる意欲や態度を形成す
る。

全学年で「宝物ファイル」とキャリアパスポートに取り組む。自己
のよさや実現できそうな目標を具体的に考えて主体的に活動し、自
己肯定感を高めていく。

お便りやホームページによる情報発信には、およそ30％の保護者が「よくわ
かる」、「どちらかというとそう思う」を含めると90％を超えて満足している。し
かし、双方向の交流を大切にした保護者の参加、地域の方を活用した授業
を計画的に行っていく必要がある。

各主任がリーダーシップを発揮し、積極的によりよい学校運営に関
わる体制作りを目指す。又、全教職員がチームを組み、業務の平準
化を推進する。

「わかる授業」を創るために、目
標達成を意識し、学びの自覚につ
ながる振り返る活動を充実させ
る。

深い学びにつながる道徳授業の充実に向けて、主体的に考える授
業、思考を再構築する授業、ふり返りの充実、「補充・深化・統
合」を意識した授業を推進している。

未然防止、早期発見のためのいじめアンケートと個人面談を

児童の挨拶は、自分から進んであいさつすることができるように
なっている。しかし、目が合わなかったり声が小さかったりする課
題がある。言葉遣いは教室内では良いが、休み時間や家などの場面
で相手を思いやる言葉遣いや行動ができていないという課題があ
る。

児童会・生徒
指導
（上木・島崎
（濱崎））

月目標については、どの学年も概ね達成できるようになってきている。読書冊数が
増加しているが、読書量には個人差が大きいため、読書が苦手な児童も読書の楽し
さを伝えられるようにしていく必要がある。
朝読書の時間におすすめの本を優先的に読むと決めてから、達成率が上がってい
る。しかし、昨年度は、達成率の低い学年もあり、個人差も大きかった。

読書活動の楽しさを知り、自ら進
んで読書する子どもを育てる。

学校図書館で週1冊以上借りることを月目標として設定し、目標達成を目
指す。読書の質の向上を図るため、並行読書として「おすすめの本」を
学期毎に設定し読破を目指す。読書マラソンとして、貸し出し冊数と
「おすすめの本」の冊数の合計で、年間目標（低学年１人150冊、学年１
人100冊）を設定して取り組む。

①教育課程・学習指導

教務
（島屋）
各担任

児童は、授業後に「わかった」「できた」の達
成感がある。また、授業のめあてや課題に
ついて振り返っている。

どの学級でも、授業のはじめに、ねらいを明確に示してい
る。しかし、タイムマネジメントがうまくいかず、振り返り
の時間が十分に取れなかったり、考えの変容や深まりが意識
できなたり、ねらいに沿った振り返りができている児童が少
なかったりしているという現状である。

研究
（可部谷）考え、議論する質の高い学びのプ

ロセスを重視した道徳授業の実践
力をつけ、深い学びにつながる学
び合いを充実させる。【６条】

児童が思わず考え込んでしまうような発問の工夫や、思考を構築・
再構築させていく指導法や手立て、振り返りの充実をさせていく。
また、重点目標の意識化を図り「補充・深化・統合」を意識した授
業や道徳ノートを活用し、道徳的判断力、心情、実践意欲と態度を
育てる。

単元および1時間の目標を明確にし、児童と共有することで課題を意識さ
せる。ねらい達成（分かった・できた）の手立てとして、考えの変容・
深まりが意識できるよう授業を組み立て、ICTの活用、学習形態を工夫し
た学び合いなどを行う。また、学習課題に対する適切なまとめ、個に戻
る活動、ねらいに沿った児童の振り返りになるような価値づけ等を行
い、学びの自覚につながる振り返る活動の充実を図る。

児童が主体的に考え、他者と議論する質
の高い学び合いで、さらに再構築し、深
い学びつなげている。

進んで気持ちのよいあいさつをし、言葉遣いに気をつけている子が

考え、話し合うことを通して自分の考えを深めている児童が

毎月の目標冊数の達成や並行読書(おす
すめの本)を進め、意欲的に読書活動に
取り組んでいる。

１，２学期末に児
童、教職員を対象
とした学び合いア
ンケート調査

※【２条】は，いしかわ学びの指針１２か条「学びの１２か条＋」を表す。　　　　　は，今年度の重点目標を表す。　

月目標と「おすすめの本」の目標の達成率が

勤務時間記録を
調査

７月、１１月に４
年生以上の児童を
対象に計測

自分のよさを知り、目標にむけて主体的
に活動している。

１・２学期末に児
童・教職員を対象
にアンケート調査

地域や家庭、学校で、自分から進んで気
持ちのよいあいさつをし、言葉遣いに気
をつけている。

授業後に、学びを意識した振り返りができた児童が

・消防署と連携した「火災訓練」警察署と連携した「防犯教室」、保護者と連
携した「児童引き渡し訓練」、保育園と連携した「保小連携津波想定避難
訓練」を行い、児童が「自分の命は自分で守る」ことができるようなスキルを
身につける。
・災害や不審者対応において、組織的に行動する力を高める。

さまざまな訓練を通して、児童は「自分
の命は自分で守る」行動が、教職員は組
織的な行動がとれている。

児童・保護者が規則正しい生活を送るこ
とができるよう努めている。

校内研修会やOJT研修会を行い全教職員で様々な研修を行い、指導
力向上を図っている。さらに、若手のニーズへの計画的な研修が必
要である。

⑦組織運営・業務改善

業務改善に対する教職員の意識を
高め、子どもに向き合う時間やわ
かる授業のための時間を生み出
す。

児童が心安らぎ，学習意欲の向上
を図る校舎内外の環境づくりに努
める。

児童が、運動に意欲的に取り組み、体力
向上に努めている。

③キャリア教育・進路指導

⑩教育環境整備
各教室前の道徳掲示コーナーや各教室の既習の掲示等の校内掲示
で、児童がやさしい心、強い心を意識し、学習面や生活面に意欲的
に取り組める掲示にする。

全体の校内研修会やOJT研修の外に若手を対象としたミニ研修会を
設定し、組織的・計画的に進める。また、日常的OJTとし、若手の
困り感に寄り添いアドバイスを行い、指導力力向上を図る。

年３回、早寝早起き朝ごはん、テレビ・ゲーム時短の習慣をつける
ための健康カードを実施する。

７月、１１月の
保護者アンケー
ト調査

学校関係者評価

保護者や地域と連携し、笑顔いっ
ぱいの開かれた学校づくりをめざ
す。

掲示
（一川）

教頭
（髙見）

⑨保護者・地域との連携

⑧研修・若手早期育成プログ
ラム

校内研修や校内研究授業などを、組織的・計画的に進める。また、
発問づくり部会、模擬授業、交流授業週間等を実施し、教師の授業
力向上に向けて、共通実践を図る。

研究推進委員
会
（可部谷）
（島崎（濱
崎））

発問づくり部会は、授業の展開や中心発問、深める発問を考える過
程で参考となっている。共通理解した授業改善のための大切な指導
事項を共通実践する必要がある。共通実践のための手立てをしっか
りとり、授業改善を進める。

研修会の取り組
み実施回数特別支援教育に関する研修会を年２回以

上行う。

具体的な２つの取組が業務改善につながったと感じる教職員が

時間外勤務が月80時間を上回る教職員が

１・２学期末に
教職員を対象に
学校評価アン
ケート調査

発問づくり部会、模擬授業等が、授業改善に役立っていると答えた教職員が

全校で道徳の重点目標にちなんだ掲示が教室前掲示コーナーや職員
室前の掲示板を利用して行われていた。新聞コーナーでは子どもト
ピックスを通して新聞記事に関心を向けるようにしている。

児童の意欲を伸ばす取り組みができている教職員が

時間外勤務が月80時間を超えないように
業務を平準化している。

・会議がいくつか重なったり、時間が長びいたりする現状がある。一人
につき1台のタブレットを利用し、ペーパーレスでの会議を行い効率化を
目指したこともあったが、生かし切れておらず、現在はあまり使用して
いない。
・次年度に向けての改善策集づくりに時間と手間がかかりすぎている。

・会議そのものやメンバー・内容を精選したり、時間を調整し短縮した
りすることによって、業務改善に努め放課後の時間を確保する。
・各行事等の振り返りは、担当者が用意した（エクセルあるいはワー
ド）シートの中に各々が打ち込み、来年度にすぐ生かせるようにする。

学校の様子がわかると答えた保護者が

会議の縮小・短縮、各行事の振り返りの
方法が、業務改善につながり、多忙化を
解消している。

発問づくり部会や模擬授業で、授業力向上
のためにつながる授業づくりや教材研究が
でき、授業改善に役立てている。

７月、１１月に
教職員対象に調
査

７月、１１月に
教職員対象に調
査

＜テーマ＞
やさしい心・強い心
を育て、笑顔いっぱ
いの学校をつくろう

-1
3
6
-


